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「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと
思っている方々に対して、就労、雇用の視点から福島県内外の支援策や求人
情報等を発信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

　当町は、2011年3月11日の東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故に
より、長期にわたり避難を余儀なくされました。Jヴィレッジが復興の前線基
地となり、当時は、あの美しいピッチに分厚い鉄板が敷かれ、目を覆いたくな
るような光景が広がっていました。そうした状況が今では、関係者の皆様のご
尽力のもと、東京2020オリンピック聖火リレーの出発地となるまでに復興し
ております。

　当楢葉町は、町民の強い想いと、国内外の多くの方々からのご支援をいただき、
2015年９月に避難指示が解除され、９月５日で９年目に入ります。居住人口でみ
ますと現在はおよそ６割にあたる約4,300人の住民が暮らすまでに回復しており
ます。インフラ等復興・再生につきましては、ハード面では震災前以上の姿を取り
戻すことが出来てきていると感じておりまして、これからはソフト面の充実に力を
入れることで、持続可能なまちづくりを推進したいとの思いを強くしております。

　特に、農業の再生が当町における重点施策の一つ
であり、基幹産業としての米の作付に加え、新たな
特産品としてサツマイモの栽培取組を始めてから今
期で6年目となりました。当初は29名からスタート
した地元農業者の生産部会も、今では45名にまで
増え、年々生産者や栽培面積を拡大している状況に
あります。今後の展望として、まずは1次生産の生
産量を上げ農業者の経営安定と所得向上を図ってい
く事が大切であると考えております。
　さらには、地元農産物を活用し付加価値の高い特
産品開発、商品化を進め、生産から処理・加工・販売へと一体的な流れを構築する６次産業化を進め、特産品を
通して町の魅力を発信し、それによって交流人口の拡大、さらには地域全体の活性化を図ってまいります。引き
続き、当町のサツマイモに注目してください。
　被災地として常に感じていることは、多くの方々に、この地域を訪れていただき、ご自身の目で、復興に向け
て前に進んでいる姿を見ていただきたい、そしてその情報を発信していただきたいということです。活気を取り
戻しつつある楢葉町を、避難されている方も、そうでない方にも、見て、来て、食べて、感じていただければ有
難いです。
　今後とも歩みを止めることなく邁進して参りますので、よろしくお願いいたします。

有効求人は、34,668人分の求人申し込みがあります。福島県の雇用情勢は、
引き続き求人が求職を上回っております。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。

避難している方・福島で働きたい方へ

※有効求人倍率／ハローワークで仕事を探す人１人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。
　　　　　　　　1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。

復興にかける想い　避難されている方へのメッセージ楢葉町

特
集

・楢葉町長からのメッセージ
・あゆみ　わが社の今
　「會澤高圧コンクリート
　　　　　　　　　株式会社」

福島県雇用情勢（2023年9月）
有効求人倍率（受理地別）　1.36倍（全国18位）

（就業地別）　1.50倍（全国17位）

松本 幸英　町長

皆さん、こんにちは。楢葉町長の松本幸英です。

ゆずたろう
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支援センターの役割
広域戦略等
●全国の移住に関心を持つ層への情報発信
●仕事や住まいの情報提供
●移住体験ツアー等の企画実施

移住支援等
●市町村、まちづくり会社、移住希望者の支援
●12市町村への移住希望者相談対応
●市町村との連携事業の実施

ノウハウ蓄積等
●ノウハウの蓄積及び共有
●全国の先進事例等の調査・分析

ふくしま12市町村移住ポータルサイト

●「ふくしま 12で働く」のご案内
就職や起業に関するサポート

●メルマガ登録のご案内
移住に関する最新情報をお届け中！

●支援制度のご案内
交通費等補助金など各種支援金

●お問い合わせ先
ふくしま 12 市町村への移住を考え
られている方に

ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？
ふくしま 12市町村移住支援センター

ふくしま12市町村移住支援センターは、2021年7月1日に12市町村（田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村）への移住・定住を
促進するため、広域連携が効果的な事業や12市町村による移住施策の支援等を行うため福島県が設置しました。12市町村の移住・定住の促進に向けた課題を把握しその解決にあたります。



あゆみ　わが社の今
會澤高圧コンクリート株式会社

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク

県内の訓練全般の
ことはこちらから

もよりのハローワーク
はこちらから

求職者支援制度を利用して働きながらステップアップしませんか!!

厚生労働省福島労働局・ハローワーク

★福島県内での訓練メニュー
●パソコン基礎科 ●医療事務科
●パソコン応用科 ●経理事務科
●DTP-Webデザイン科 ●農業技術習得科  等
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都府県 名　　　称 住　　　所 TEL

山形県 ハローワーク山形 山形市桧町2-6-13 023（684）1521

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク飯田橋　東京交通会館分室
※令和2年4月1日にハローワーク品川から業務移管しました。 千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館8F 03（5288）6115

新潟県 ハローワーク新潟　ときめきしごと館 新潟市中央区弁天2-2-18　新潟KSビル1F 025（240）4510
大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2-2-3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4-2-3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

【事業所紹介】
所 在 地 ：
事業内容：

福島県双葉郡浪江町
脱炭素/スマートマテリアル分野、コンクリート3Dプリンター分野、
水素/再生可能エネルギー分野、デジタルPC建築分野、防災支援/
インフラメンテ分野、スマート農業/陸上養殖分野

事業内容
の 紹 介

職場環境

今 後 の
展 　 望

　會澤高圧コンクリート株式会社（本社北海道苫
小牧市、社長：會澤祥弘）は、2023年6月30日、福
島県双葉郡浪江町の南産業団地内に研究

（Research）・開発（Development）・生産（Manufacturing）の3
機能を兼ね備えた次世代中核施設『福島RDMセンター』をグラ
ンドオープンしました。
　本センターの敷地面積は計46,800㎡、「研究開発棟」、「工場
棟」のほか、屋外型の「実証フィールド」と「製品ヤード」で構成され、
建築部材を含むさまざまなプレキャスト製品を年間約40,000ｔ
生産する計画です。
　福島第一原発事故からの復興を目指す浜通り地区を舞台に、
先端テクノロジーの社会実装を進め、より高度なコンクリートマ
テリアル事業と持続可能社会の実現に資する産業を、地域ととも
に創出することを目指しています。

　本センターではたらくスタッフは、地元採用が１
７名、福島県からの転勤による赴任者34名の合計

51名で構成されています。
　スタッフそれぞれの最大のパフォーマンスが発揮できるよう、
コミュニケーションが活発でチームワークが良い職場環境を重
視しています。

 当社は、バクテリアの代謝機能を使った自己治
癒コンクリートを世界で初めて実用量産化するな
ど、MITやデルフト工科大学など欧米トップ理系大

学との産学協力を幅広く展開し、バイオ、AI、ロボティクス、ドロー
ン、再生可能エネルギーなどの先端テクノロジーとコンクリートマ
テリアル技術を“掛け算”して、脱炭素時代をリードする新たな事
業価値の創造を目指しています。

　また、テクノロジーによって脱炭素化を進めた特殊コンクリート製品の製造証明書をNFT（非代替性トークン）の形態で発行し、製品
を購入したゼネコンや発注元のデベロッパーなどに譲渡して炭素削減の証跡データを建設関連業界で自律的に管理して行く、コンク
リート版の脱炭素経営プラットフォームを開発し、本プラットフォームを運営するための新会社「aNET ZERO株式会社」を本センター
内に設立。当社が主宰する脱炭素化運動「aNET ZEROイニシアティブ」の協定締結メーカーおよそ100社、並びにその取引先などを
対象に、6月末から本格運用しています。

工場棟

福島RDMセンター研究開発棟 自己治癒材料Basilisk HA 生産設備

グリーンアンモニア製造艦(GAPS)
第一号艦「MIKASA」

空飛ぶコンクリート3Dプリンター
「Ｆ３ＤＰ」
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